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 事業の成果を複数年にわたって計測するためのKPI
＜

【アウトプット指標（活動指標）】

【アウトカム指標（成果指標）】

KPI① 蒲郡市事業参加者数 種別 アウトプット 単位 人
KPIの概要、測定方法 アスリブ内の蒲郡市様施策にご参加された人数。アプリストアにて確認し測定する。

事業成果等の計測に適する理由 本事業実施の波及効果を直接的に表す指標であり、客観的な評価を行うことが出来るため。また本事業のモデルであり、人口規模が同等の兵庫
県三木市の目標・実績値を参考に策定。

2023年度末 達成（ ）
3,500

KPI② ポイント付与額 種別 アウトプット 単位 万円
KPIの概要、測定方法 ポイント付与額。提供サービスの管理者画面にて,年度毎のポイント付与累計額を測定する。
事業成果等の計測に

適する理由
健康イベントや環境活動、ボランティア等に参画すると増加する指標であり、本サービスの目的の一つである地域コミュニティ活性化や地域産業活性
化を計測できることが出来るため。

2023年度末 未達成（121万ポイント／見込みよりポイント付与事業への参加が少なかった。2023年度の反省を踏まえ、さらに事業周
知に努めるとともに付与対象事業の拡大に取り組んでいく。）400

KPI③ ポイント付与回数 種別 アウトプット 単位 回/年
KPIの概要、測定方法 ポイント付与回数。提供サービスの管理者画面にて、ポイント付与回数を測定する。
事業成果等の計測に

適する理由
本事業は市民の行動変容を促す取り組みであり、ポイント付与回数の測定は本事業の効果を直接的に表す指標であり、客観的な評価を行うこと
が出来るため。

2023年度末
達成（2,421件）

1,000

KPI❶ 本事業による提供サービスの満足度 種別 アウトカム 単位 ポイント

KPIの概要、測定方法 サービス利用者による満足度評価の平均値。（5段階評価） 提供サービスのアンケート機能を活用し、利用者に入力してもらうことで測定する。

事業成果等の計測に
適する理由

サービス利用者の満足度が高いほど導入効果・波及効果をもたらすことが期待でき、市民の健康活動への意識醸成・マイナンバーカードの普及促
進・キャッシュレス化の浸透に寄与すると考えられるため。
また、アンケート画面にて任意で不満な点を記入してもらうことで、サービスの更なる改善を図る。

2023年度末
達成（3.4）

2.5

KPI❷ マインナンバーカード利活用事業の創出 種別 アウトカム 単位 件/年

KPIの概要、測定方法 アプリ内においてマインナンバーカードを活用した事業やサービスの創出。アプリ内にてマインナンバーカードを活用した新事業やサービスの提供数を測定。

事業成果等の計測に
適する理由

市民・事業者・行政が一体となったまちづくりの推進にあたり、アプリのアンケート機能を用いて市民の意見を反映し、利便性向上に向けた事業やサービ
スを継続提供していくことが本事業の目的であると考えるため。

2023年度末
達成（マイナンバーカードを活用した本人認証）1
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 事業の成果を複数年にわたって計測するためのKPI ＜ ＞

【アウトプット指標（活動指標）】
KPI① サイトへの公開データセット数 種別 アウトプット 単位 データセット数

KPIの概要、測定方法 オープンデータのデータセット数(管理画面から集計し、2023年1月現在公開済みのデータセット数を除く。)
事業成果等の計測に適する理由 プラットフォーム構築後のデータセット数が本事業による成果であるため。

2023年度末
未達成（構築期間が⾧引き、年度内にデータセットの公開に至らなかった）20

KPI② 公開データのダウンロード数（平均） 種別 アウトプット 単位 ダウンロード数/データセット
KPIの概要、測定方法 オープンデータのダウンロード数（平均） 2023年1月現在公開済みのデータセットを除いて集計し、平均値を測定する。

事業成果等の計測に適する理由 プラットフォーム構築後のデータセット数が本事業による成果であるため。
2023年度末

未達成（構築期間が⾧引き、年度内にデータセットの公開に至らなかった）40

【アウトカム指標（成果指標）】

KPI❶ オープンデータを用いた連携事業数 種別 アウトカム 単位 事業数/年

KPIの概要、測定方法 新たに公開したオープンデータを用いて民間（地域団体・市民団体・民間企業等）により実施された事業の数サイト上で利用者からの報告を求める。

事業成果等の計測に適する理由 オープンデータの活用により地域課題の解決につながった数と捉えることができるため。
2023年度末

未達成（構築期間が⾧引き、年度内にデータセットの公開に至らなかった）１

KPI❷ BIツールを用いた政策立案数 種別 アウトカム 単位 政策数/年

KPIの概要、測定方法 市の政策に関する意思決定を行う会議にかけられた案件のうち、BIツールを用いて立案された政策の数(庁内への照会により計測する)

事業成果等の計測に適する理由 客観的なエビデンスに基づく政策立案組織文化の醸成度を測ることができるため。

2023年度末
未達成（構築期間が⾧引き、年度内にBIツールを用いた政策立案に至らなかった）１

KPI❸ 市政の情報提供に対する市民の満足度 種別 アウトカム 単位 ％

KPIの概要、測定方法 「市政の情報提供や市民の声の広聴」に「満足」または「やや満足」と回答した方の割合
市民意識調査（隔年実施）により測定する。

事業成果等の計測に適する理由 本事業により市政の情報提供が進むことによる地域住民の満足度を図ることができるため。
2023年度末 達成（16.02％）16%
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事業概要 オンライン申請ツールの機能拡張を行い、マイナンバーカードを用いた本人確認（電子認証）や申請者と自治体双
方向のコミュニケーションを実現し、デジタルで完結する行政手続を拡充し住民サービスの一層の向上を図る。

具体
サービス

【LoGoフォーム】（株式会社トラストバンク）
〇ノーコードで自治体職員自らが簡単に申請フォーム
を作成できる電子申請システム
〇申込予約、アンケートなどのフォームを作成・集計し、
一元管理できる自治体専用の「ノーコード電子申請シ
ステム」
〇当市では令和４年度から導入済みであり、活用を
進めている。

【機能拡張部分】
〇マイナンバーカードを活用した公的個人認証機能
〇申請者と自治体双方向のコミュニケーションを実現
する「デジタル窓口」
〇ぴったりサービスとの連携機能

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①拡張機能を利用した手続数
②①該当手続における回答数

【アウトカム指標（成果指標）】
①閉庁時間内での申請件数
②申請者が削減できた時間
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 事業の成果を複数年にわたって計測するためのKPI
＜ ＞【アウトプット指標（活動指標）】

【アウトカム指標（成果指標）】

KPI① 拡張機能を利用した手続数 種別 アウトプット 単位 手続数/年

KPIの概要、測定方法 本事業で拡張した機能を活用した手続の件数。管理画面にて集計する。

事業成果等の計測に適する理由 本事業により展開された住民、事業者へのサービス数と一致するため

2023年度末 達成（ぴったりサービス連携:１，マイナンバーカードを活用した公的個人認証機能:２,
デジタル窓口（文書送付）:6,デジタル窓口（汎用メール）:5,デジタル窓口（補正依頼・利用者登録）:多数）15

KPI② 拡張機能を利用した手続における回答数 種別 アウトプット 単位 アクセス/月

KPIの概要、測定方法 本事業で拡張した機能を活用した手続への回答数。管理画面にて集計する。

事業成果等の計測に適する理由 本事業により展開されたサービスの利用者数と一致するため

2023年度末 達成（1291件以上※ただし総数は不明）
ぴったりサービス連携:379,マイナンバーカードを活用した公的個人認証機能:50,デジタル窓口（文書・メール送付）:
862,デジタル窓口（補正依頼・利用者登録）:多数450

KPI❶ 申請者が削減できた時間 種別 アウトカム 単位 時間/年

KPIの概要、測定方法 オンライン申請したことによって申請者が削減できた時間
申請件数１件につき手続所要時間(30分)＋移動時間(30分)を乗じて算出する。

事業成果等の計測に適する理由 オンライン化により来庁することが不要になったことの効果を客観的な数値で計測できるため。

2023年度末
達成（80021時間）2023年度の総回答数80021件×１時間

450時間

KPI❷ マイナンバーカードを持つメリットがないと回答した人の割合 種別 アウトカム 単位 ％

KPIの概要、測定方法 マイナンバーカードを作らない理由として「持つメリットがない」と回答した人の割合。市民意識調査（隔年実施）により測定する。

事業成果等の計測に適する理由 マイナンバーカードを当面は手続オンライン化で活用していく方針のため、事業の効果を図りやすいため。

2023年度末
達成（24.55％）

24.5%


